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各種生命維持管理装置ＭＥセンター

　MEセンターは、診療技術部に所属する臨床工学技士29名が配置され、技士同士の連携を大切にしながら、他職種とチー
ム医療の一員を担い日々業務を行っています。
　臨床業務は、手術部、集中治療部、血液浄化部、血管撮影室等で、循環・代謝・呼吸などに関する生命維持管理装置
の操作や管理を行っています。また当院は東北地方で唯一、全ての臓器移植が行える認定施設であり、移植待機中の補助
人工心臓装着患者に対し、補助人工心臓センターでの外来業務を含め全面的なサポートを行っています。
　その他、医療機器安全使用のための研修会の開催や、医療機器安全管理室と共に毎月第一木曜日に「医療機器点検の日」
を設定し、医療機器の安全使用に関する啓蒙活動を行っています。医療機器の有害事象を減らすには、点検や整備だけで
防ぐことは不可能であり、メディカルスタッフの医療機器への理解や管理に対する協力が重要だと考えています。
　MEセンターはこれからも、随時有益な情報を発信し、医療安全と病院運営に貢献していきます。

センター長
齋木 佳克

連絡先　022-717-7688（MEセンター受付）

MEセンター

　WOCとは、W:wound（創傷）、O:ostomy（ストーマ）、C:continence（失禁）の頭文字をとったものです。当センターでは、
褥瘡や人工肛門・人工膀胱（オストミー）及び失禁などに関する診療上の問題について、各診療科に分散していた医療情報
を統合し専門性の高い医療を提供しています。
　皮膚・排泄ケア（WOC看護）認定看護師と、各関連診療科の専門医師が連携してストーマや褥瘡、失禁などのWOC領
域の診療を、また、理学療法士や医療ソーシャルワーカーなどと連携しながらきめ細かな日常生活の指導、社会復帰への
支援を行っています。
　また、当院のWOCセンターのメンバーは、毎日の診療の他に訪問看護師や他施設の医療者を対象とした講演や患者会で
の相談指導など院外での教育活動のほか、関連各学会での研究活動も積極的に行いWOC領域の質の向上に努めています。
　なお、診療は予約制ですので、事前に上記受付まで電話連絡をお願いします。

連絡先　022-717-7652（WOCセンター受付）

センター長
海野 倫明

WOCセンター

　診療に従事する医師は、医学部卒業後、医師国家試験に合格し、大学病院や臨床研修病院・臨床研修協力施設で、2年
以上の初期臨床研修を受けることが義務付けられています。
　当センターでは、医師としての基礎となる重要なこの時期が充実したものとなるよう研修医のサポートを行っています。
　東北大学病院の研修プログラムの主な特徴は「1．多くの関連病院と大学病院でプライマリ・ケアから希少疾患まで多彩な
症例を経験できる。2．多数の専門医の高度な指導により幅広い領域を基礎から専門的な内容まで学ぶことができる。3．セ
ンター長・副センター長に加え、若手専任教員3名を配置したスタッフによる充実したサポート体制を整えている。4．検査
手技を実践さながらに体験できるクリニカル・スキルスラボ、動物を用いた外科手術トレーニングが可能な先端医療技術ト
レーニングセンターなど充実した学内施設が利用できる。」です。
　大学病院の特徴を活かした研修内容で、医師としての基盤を構築できるよう、スタッフが全力を挙げてサポートしています。

センター長
石田 孝宣

連絡先　022-717-7765
ホームページ　https://www.sotuken.hosp.tohoku.ac.jp

卒後研修センター

初期研修医のための外科手術トレーニング 臨床研修修了証授与式

97 TOHOKU  UNIVERSITY HOSPITAL  2021




